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平成３０年６月定例教育委員会会議録 

 

１．開会及び閉会に関する事項 

（１）日 時 平成３０年６月５日（火曜日） 

開 会 １５時２５分 

閉 会 １６時４２分 

（２）場 所 直方市役所 ８階 第８０８会議室 

 

２．出席者及び欠席委員の氏名 

（１）出席者 

教育長 田岡洋一 

委 員 山内 健、 委 員 澁谷昌樹 

委 員 清永智教、 委 員 中村敬子 

 

３．会議に出席した者の氏名 

（１）事務局 

教 育 部 長 秋吉恭子 

  教育総務係長 船越健児 

  学校教育課長 川原国章、学校教育課管理主事 石松敏幸 

  こども育成課長 熊井康之、家庭支援係長 塩田礼子 

  こども発達支援担当 松﨑祐一 

  文化・スポーツ推進課長 山部福美、男女共同参画推進係長 白土聖司 

  市政戦略室弁護士 岩田裕子 

 

（２）書 記 

   教育総務課長 安部静子 

 

４．会議式次第 
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○教育長（田岡洋一） 

  こんにちは。定刻前ですが、おそろいですので６月定例教育委員会を始め

させていただきます。 

  きょうは非常に内容がたくさんございますので効率的に進めてまいりたい

と考えておりますので、よろしくお願い申し上げます。 

  教育長報告ということで、最初に教育委員会行事報告をごらんください。 

  ５月９日から始まっていますが、その前日の５月８日が５月定例教育委員

会の開催日でした。 

  ９日は保幼小中高連携推進協議会運営委員会ということで、これは昨年度

の活動報告と今年度の運営計画。子ども音楽祭、あるいは保育園・幼稚園・

小学校の研修会、このあたりの運営計画について協議をしました。そして、

同じ日に第１回直方市いじめ問題対策連絡協議会の開会挨拶のみ行いました。 

  １０日は管内４（公立）高校の校長先生との懇親会で、直方市教育委員会

も高校とも協力をして、お互いにできることはやっていこうと確認し合いま

した。 

  １４日が第２回第五区教科書採択協議会で、これは教科書選定委員会の委

員を決定し、委嘱状などそういうものの様式について協議をしました。 

  その次、５月１６日から１８日まで、岩手県一関市で開催された教育長協

議会定期総会・研究大会に出席をしました。これは、文科省の説明が一番参

考になるわけですが、内容は小中学校の適正規模、適正配置。全国的に少子

化が進んでいますので、大体全国の市町村の８割ぐらいが小さい規模の学校

をどうするのかという課題を抱えているということです。 

  それから、コミュニティスクールへの移行とか、小中一貫校教育の推進等

に関する研究発表が行われました。大変参考になりました。 

  ５月２０日、中学校体育大会で、ことしから４中学同時開催になりました

が、二中と一中と植木中学、３校の体育大会を見学しました。好天に恵まれ

まして、どの中学校の生徒も熱心に競技に取り組んでいました。山内教育委

員さんにも来ていただきました。ありがとうございました。 

  それから、５月２１日にたくさん会議がございまして、まず定例教育長会

議ということで、平成２９年度の北九州教育事務所の重点施策達成状況や、

３１年度の福岡県公立学校採用候補者選考試験等についての説明がありまし

た。新採の選考試験の日程につきましては、今年度からまた福岡市と北九州

市と福岡県が同一日に実施をするという以前の形に戻っています。 

  その後に、第２回教科書調査研究協議会が同じく教育事務所でありまして、

これも調査研究部調査員の選定や調査の基本方針についての説明がございま

した。その後に、北九州地教連役員会総会と研修会がありまして、役員会総
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会では３０年度の北九州地教連の役員の決定や、予算の審議が行われました。

研修会では北九州教育事務所所長や副所長、主幹主導主事等から「福岡県の

教育の現状と課題について」というテーマで説明がございました。これも山

内委員さんには御参加をいただき、ありがとうございました。 

  ５月２７日が小学校の運動会で、１１校のうち８校があったわけですが、

私は上頓野小学校、東小学校、福地小学校の３校の運動会を見学しました。

これも中学校と同様、非常に天気がよくて、幸い大きなけがはなかったとい

う報告を受けています。 

  ５月２８日が第１回教科書調査研究部会で、これは調査員の委嘱状交付等

を私が行いました。 

  そして、２９日が北九州教育事務所学校訪問で、下境小学校の学校訪問が

ありました。 

  ３０日が直方市感謝状贈呈式で、ことしから各課ごとではなくて統一して、

直方市の公益及び自治の振興に尽力をした４名の方に市長が感謝状を贈呈さ

れました。 

  ６月に入りまして１日の定例校長会では、小中学校の運動会、体育会の感

想等を述べ、先ほどの一関の教育長研究大会の簡単な報告を行いました。 

  この１日から５日まで教育活動評価表に係る校長面談ということで、１人

体調不良で結果的には３日間で１４人の校長に面談を行いました。昨年度の

教育活動の成果と課題を踏まえ、今年度の重点目標や具体的目標、目標実現

に向けた具体的な取り組みについて聞き取りを行いました。 

  そして、本日が６月定例教育委員会になっております。裏をごらんくださ

い。後でもう一度説明があると思いますが今後の予定としまして、教育事務

所の学校訪問が７日、８日、南小と北小。 

  それから１０日にはパークゴルフ大会の予定が入っております。 

  １２日が北九州教育事務所の福地小訪問。 

  １４日が校務運営研究会。これは教頭先生方の研究会ですが、これに参加

をすることになっています。 

  １５日が直方市ＰＴＡ連合会研修会・交流会に参加をするようになってい

ます。１５日から６月議会も始まります。 

  一般質問が１９日から２２日までの４日間。 

  ２２日には北九州地区の小学校の校長研修会がありまして、一般質問の関

係で交流会から参加する予定としています。 

  あと、北九州教育事務所訪問が２７日の植木中学。その後にカンナの会、

カンナの会とは主幹教員を初めとして若手の教員の研修会です。第３回教科

書調査研修協議会も同じ日にあります。 
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  ６月議会は２９日の採決で終了ということで、あとは７月分については説

明がございますので、後でごらんいただきたいと思います。 

  以上で報告を終わらせていただきます。何か質問等ございますか。 

  それでは、議案審議のほうに入ってよろしいでしょうか。 

  議案第２号「ユメニティのおがた条例施行規則の一部を改正する規則につ

いて」お願いします。 

 

○文化・スポーツ推進課長（山部福美） 

  資料１をお願いいたします。 

  議案第２号「ユメニティのおがた条例施行規則の一部を改正する規則につ

いて」。 

  ユメニティのおがた条例施行規則の一部を改正する規則について、別紙の

とおり提案する。 

  平成３０年６月５日 直方市教育委員会 教育長 田岡洋一。 

  提案理由。 

  直方市教育委員会事務委任規則第２条第１項第２号の規定により提案する

ものである。 

  以下座って説明させていただきます。 

  それでは、１ページをお開きください。 

  今回の改正ですが、ユメニティのおがたの附属備品として大ホールにプロ

ジェクターを１台配置いたしました。そのことによる料金表、別表第１の改

正でございます。あわせて今回を機にほかの備品も現状に合わせて整理する

ものでございます。 

  規則の改正内容につきまして御説明いたしますので、規則新旧対照表をご

らんいただきたいと思います。左側が新で右側が旧でございます。 

  新旧対照表に改正箇所を、今回朱書きで表記をさせていただいております。

新のほうにプロジェクターほか２件を追加しております。旧のほうは１件、

スーパープロジェクターの名称変更をプロジェクター小ホールと名称変更を

して、ほか７件の備品を廃棄いたしております。附則といたしましてこの規

則は平成３０年７月１日から施行することといたしております。 

  以上、議案第２号について説明を申し上げました。 

  よろしくお願いいたします。 

 

○教育長（田岡洋一） 

  何か質問はございませんでしょうか。 

  附属の設備備品の整理を行ったということですね。 
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○文化・スポーツ推進課長（山部福美） 

  そうです。新しく大ホールにプロジェクターを備え、現在、料金をとって

ないものと廃棄したものがございましたので整理をさせていただきました。。 

 

○教育長（田岡洋一） 

  採決に移ってよろしいですか。では、提案どおり御賛成の方は挙手をお願

いいたします。ありがとうございました。議案第２号は可決されました。 

  では、続いて議案第３号「直方市体育施設条例施行規則の一部を改正する

規則について」お願いします。 

 

○文化・スポーツ推進課長（山部福美） 

  続きまして、資料２をお願いいたします。 

  議案第３号、「直方市体育施設条例施行規則の一部を改正する規則につい

て」。 

  直方市体育施設条例施行規則の一部を改正する規則について、別紙のとお

り提案する。 

  平成３０年６月５日 直方市教育委員会 教育長 田岡洋一。 

  提案理由。 

  直方市教育委員会事務委任規則第２条第１項第２号の規定により提案する

ものである。 

  以下座って説明させていただきます。 

  １ページを開いていただきますと、規則の一部改正を載せております。今

回の改正は直方市体育施設条例の改正に伴う規則の改正でございます。先月

の定例教育委員会で説明させていただきましたが、直方市体育施設条例が指

定管理者に体育施設の管理運営を行わせることを前提とした条文となってお

りました。今回６月１日から市の直営となりましたもので、直営に伴う条例

の改正を５月３０日付の専決処分を行い、６月議会に報告し承認を得るよう

にしております。条例改正の主な内容は条例の最初に教育委員会での直営の

管理運営を規定して、後半部分に指定管理者に管理を行わせる条文を盛り込

んでおります。 

  それでは、今回の規則の改正の内容について御説明いたしますので、規則

新旧対照表をごらんください、左側が新で右側が旧でございます。 

  今回、新旧対照表で改正した部分には下線が引いております。今回の改正

は条文の２条以下１３条までの条の見出し、また条文、また各項の表の中の

「指定管理者」という文言を「教育委員会」へ、「利用」という文言を「使
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用」と改めさせていただいております。「利用料金」が「使用料金」となり、

また「利用許可書」が「使用許可書」と文言の修正を行っております。中で

何点か文言修正を別にさせていただいておりますが、大きくは教育委員会が

直営ということで条例が教育委員会の管理が先にきましたもので、「利用」

から「使用」に文言修正をしております。 

  １４条からは指定管理をするときの規則になっておりますので、「教育委

員会」という文言を「指定管理者」へ改めております。「使用料」とあるの

は「利用料金」と読みかえたものとする条文を盛り込んでおります。 

  別表第１の中に、旧のほうで別表第２ということで冷房料金を別表で表記

をしておりましたが、今回冷房代を別表第１に盛り込んでおります。あわせ

て今料金を取っている備品でコンセントと持込設備用電源、シャワー等を表

の中に入れさせていただいております。 

  あと、それぞれの使用料金の金額ですが、現在、指定管理者が教育委員会

の許可を得て利用料金として取っていました金額、もともとの条例から３％

低い金額で指定管理者が利用料金として徴収しておりました。その料金を施

行規則の改正の中で、今回そのまま引き継いだ形で市民の方に御迷惑をかけ

ないように料金を下げております。今までどおりの料金をいただくように改

正をいたしております。 

  附則といたしまして、この規則は平成３０年６月１日から施行するといた

しております。 

  以上議案第２号について御説明申し上げました。よろしくお願いいたしま

す。 

 

○教育長（田岡洋一） 

  指定管理を前提にしていた規則だったので、それが、指定管理がなくなっ

た直営の場合と両方（に対応できるよう）に改正をしたんですね。 

 

○文化・スポーツ推進課長（山部福美） 

  条例を指定管理が原則としたのが、今度は直営を先に持ってきて、その後

に指定管理もできるという条文に変えましたので、それに伴いまして規則も

改正をして先に教育委員会が取れる（徴収できる）料金の方法となっており

ます。後半部分に指定管理者の利用料金を取るということで、利用料金に読

みかえております。 

 

○教育長（田岡洋一） 

  御質問、御意見等ございませんか。 
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○山内委員 

  １つだけいいですか。 

  最初（議案書）の、第１条中「平成１７年直方市条例第３５号」を「平成

３０年直方市条例第○○号」に改める。この○○は。 

 

○文化・スポーツ推進課長（山部福美） 

  新旧対照表でいうと１８号です。すみません、１８号で訂正をお願いいた

します。言うのを忘れていました。申しわけございません。ありがとうござ

います。 

 

○教育長（田岡洋一） 

  ほかございませんか。 

  では、採決に移りたいと思います。原案どおり御賛成の方は挙手をお願い

いたします。ありがとうございました。議案第３号は可決されました。 

  それでは協議事項ということで、「直方市教職員の働き方改革取組基本指

針（試案）について」お願いします。 

 

○学校教育課長（川原国章） 

  資料８をごらんください。 

  「直方市教職員の働き方改革取組基本指針（試案）について」試行という

形で、福岡県の教職員の働き方改革取組指針を受けて直方市の教職員の働き

方改革、この基本方針のまずは試行という形でやっていきたいと考えておる

のですが、この後の流れは直方市、宮若市、小竹町、鞍手町この２市２町の

教育長にこれを協議していただいて、そしてできたら８月から試行させてい

ただきたいという考えを持っております。 

  具体的な取り組みをごらんください。真ん中から下のところに、具体的な

取り組みが大きく３点書いていますけれど、その中の大きく関係するのは３

点目、学校閉庁日の設定というところです。長期休業期間中に学校閉庁日を

設定することで、夏季休業中８月１３日から８月１６日、冬季休業中１２月

２８日、これは案ですけれど、裏面をごらんください。学校閉庁日とは、学

校施設の開放を行いません。原則として、児童生徒を登校させず、中学校で

は部活動も実施しませんというところです。そして、４番の部活動の負担軽

減の中で書いておりますけれど、これは８月からではなく２学期から協議の

後、試行させていただきたいと考えております。２市２町の教育長に協議を

していただくという形で、この件を預からせていただければと考えておりま
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す。 

  服務についてのところをごらんください。裏になります。 

  学校閉庁日は年末年始等と異なり「休日」ではないことから、教職員は年

休・夏季休暇・振替等を学校閉庁日に合わせて取得しますというところと、

次が矛盾しておりました。年休等の取得は強制できないため、出勤すること

を妨げるものではありません。あくまでも年休等の取得を促進するための施

策ですと書いておりますが、このときは学校を閉庁しますので、職員もその

ときは休むと、年休か夏季休暇、または振替という形で、今のところ２市２

町で協議してもらう中では次の・（項目）は無しで、検討していただこうか

と思っております。 

  以上です。 

 

○教育長（田岡洋一） 

  こういう形で協議を進めていこうと思いますが、何か御意見がございまし

たら。 

 

○山内委員 

  意見ではないんですけれど、２市２町で協議するという背景が全くわから

ないので、これは直方市で提案されているのになぜ２市２町で話し合うのか

なと。背景がわからないので、その説明をよろしいでしょうか。 

 

○学校教育課長（川原国章） 

  部活動関係等あって、今中間市と遠賀郡が統一されて、もうこれをされて

います。それで、直方市、宮若市、小竹町、鞍手町も統一してこれをやった

ほうがいいであろうという意見をいただいて、今度日程を設定して、２市２

町の教育長で協議をしていただくという方向で考えております。 

 

○山内委員 

  これがたたき台になるということですか。それともそうではなく、２市２

町がそれぞれつくったものを持ち寄って、一つにつくり上げるということで

すか。 

 

○学校教育課長（川原国章） 

  これが直方市のたたき台になって、直方市のほうから提案をするという形

です。 

 



 

－9－ 

○教育長（田岡洋一） 

  部活の練習試合もありますので、統一しておいたほうがいいかなというこ

とで。 

 

○山内委員 

わかりました。 

 

○教育長（田岡洋一） 

  基本的にこの方向で進めさせていただくということでよろしいですか。あ

とはお任せいただきたいと思います。 

  では、次は報告事項のまず６月定例会関係で、議案の条例改正について。

「直方市放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準に関する条例の一部

を改正する条例」で、説明をお願いします。 

  資料７－１と７－２ですね。 

 

○こども育成課長（熊井康之） 

  裏表１枚の、７－１と７－２をお願いします。 

  それでは、「直方市放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準に関す

る条例の一部を改正する条例について」説明させていただきます。 

  本条例は、放課後児童健全育成事業、要は学童保育事業の施設の設備、運

営に関する基準を定めたものでございます。 

  ことしの３月３０日付で放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準の

一部が改正されまして、放課後児童支援員の資格要件、この明確化と拡大が

行われたことに伴う条例改正でございます。 

  それでは裏側の新旧対照表をお願いいたします。 

  右側が旧、左側が新となっております。まず、条例第１０条第５項第４号

の「学校教育法の規定により、幼稚園、小学校、中学校、高等学校又は中等

教育学校の教諭となる資格を有する者」を「教育職員免許法第４条に規定す

る免許状を有する者」に改正するものでございます。現在、教育職員免許は

更新制となっておりますが、有効な教育免許状を取得している者を対象とす

るように変更されたためでございます。 

  ２点目が、条例の第１０条第５項第１０号といたしまして、「５年以上放

課後児童健全育成事業に従事した者であって、市長が適当と認めたもの」を

新たに加えます。この第９号の高校を卒業し、２年間こういう事業に従事し

た者は支援員になるということが今後ありますけれども、今回の規制の緩和

で中学校を卒業した方でも５年以上経験があれば支援員になることができる
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ということで、支援員数の拡大とそれに伴う受け入れの増加を図るものでご

ざいます。 

  以上、説明いたしました。 

  よろしくお願いいたします。 

 

○教育長（田岡洋一） 

  報告ということなのですが、何か御質問はございませんか。 

 

○中村委員 

  ５年以上放課後児童健全育成事業に従事した者という、この人しか支援員

になれないということですか。 

 

○こども育成課長（熊井康之） 

  支援員になる資格といたしましてはこの条例の１０条に、例えば保育士資

格を有する者、社会福祉資格を有するもの、教員資格を有するものとありま

す。そういう方が規定の研修を受けることで支援員になることができるんで

すけれども、その中に今まではこういう放課後健全育成事業に従事した者、

高校卒業した人が２年以上従事すれば支援員になることができたんですけれ

ども、今回それに新たに加わりまして中学校を卒業した方が５年以上すれば

支援員になることができるという規制緩和が行われているところでございま

す。 

 

○中村委員 

  もう一つ、この支援員になる前は（名称は）どういう形に、補助員か何か

なんですか。この期限が５年に伸びたということで、この５年に満たない人

たちはどういう身分になるのでしょうか。 

 

○こども育成課長（熊井康之） 

  今のところはみなしという形で平成２７年から３２年まで５年の間にこの

研修を受けて資格を取るような形になってきているところです。今、もし入

ると３２年度までに資格を取ってもらえれば正式な支援員になることができ

るんですけれども、そういう形で採用することはできるんですけれども、正

式な支援員にはまだなれないということです。 

 

○中村委員 

  下積みが必要ということになるんですか。 
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  今、私も学童で携わっていたんですけれど、本当に支援員さんを確保する

のは非常に大変なものですので、それが緩和されたのかどうかがこの文章か

ら酌み取れなくて。 

 

○こども育成課長（熊井康之） 

  そうですね。間違いなく緩和されています。全国の市町村から上げられて

国が規制緩和をかけたものですので、言われるとおり保育所もそうですけれ

ど学童も事業者からかなり厳しいという話は聞きますので、少しでも間口が

広められたという部分は言えるかと思います。 

 

○中村委員 

  支援員という身分でなくても、補助員みたいな形でそれに向かって経験を

積むということは可能ということですか。 

 

○こども育成課長（熊井康之） 

  可能です。 

 

○中村委員 

  わかりました。ありがとうございます。 

 

○教育長（田岡洋一） 

  ほか、ございませんか。 

  それでは次に、報告事項の２番目ということで補正予算に関しまして、各

課からお願いしましょうか。資料３ですね。 

 

○こども育成課長（熊井康之） 

  それでは資料３の直方市予算書（６月補正予算）の３ページをお願いいた

します。 

  まずはこども育成課のほうから説明をさせていただきます。 

  ３ページ、３款２項６目、保育事業費について、直方市立若草保育園用地

の測量及び分筆登記業務委託料として１５４万６，０００円を計上いたして

おります。直方市立若草保育園につきましては、平成３１年４月１日に建物

を譲渡し、土地については保育所用地として無償貸与する議決を本年３月議

会でいただいているところでございます。ただ、現在、既存の若草保育園運

動場の外壁の一部、およそ３０㎡ですけれども、これが隣接の個人所有地の

上にあります。そしてその土地の反対側に市有地がございます。それがちょ
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うど広さも同じ程度ですので、相手方とそこの交換の話を進めていきたいと

考えておるところでございます。そのための測量から登記業務の委託料とい

うことで計上をさせていただいております。 

  以上です。 

 

○教育総務課（安部静子） 

  ４ページをお願いいたします。 

  １０款２項４目、小学校の学校建設費でございます。 

  １３節、委託料及び１５節、工事請負費合計１億５，４８６万２，０００

円を減額計上でございます。これは国の前倒し補正予算に伴いまして２９年

度の３月補正で上げましたので、二重計上となってますことからこれを減額

するものでございます。 

  続きまして５ページをお願いいたします。 

  １０款３項２目、中学校の教育振興費で１９節負担金補助及び交付金で１

５０万円を計上いたしております。学校給食会補助金ということでございま

すが、先般からお話させていただいております中学校給食の牛乳の調達に係

るコストの分の補助でございます。 

  その下です、４目、学校建設費でございます。これも先ほどの小学校と同

じように国の前倒し補正予算に伴いまして２９年度で計上いたしましたこと

から、二重計上となっておりますので減額補正とするものでございます。 

  以上です。 

 

○教育長（田岡洋一） 

  はい、お願いします。 

 

○文化・スポーツ推進課長（山部福美） 

  次、６ページをお願いいたします。 

  １０款５項１目、保健体育総務費で８７５万５，０００円、２目、体育施

設費で８７７万２，０００円の合計１，７５２万７，０００円を増額計上さ

せていただいております。６月より体育施設を直営で行うことからの必要経

費を計上させていただくものでございます。 

  まず１目、保健体育総務費の２節から４節共済費までは職員１名分、スポ

ーツ行政担当係長１名分の人件費でございます。８節報償費はスポーツ教室

の講師謝金で増額させていただいております。１１節需用費につきましては

事務経費と医薬品費で、１２節役務費は電話料等通信運搬費でございます。

１３節委託料はスポーツ推進事業管理業務委託料を直営に伴いまして精査し
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た後の不用額といたしまして３２万９，０００円を減額いたしております。

１９節負担金補助及び交付金の補助金で１２万円を減額いたしておりますが、

直営に伴いまして体育協会補助金として９７万円を全額一旦減額してスポー

ツ競技団体に直接交付する社会教育活動費補助金として８５万円を新規に計

上させていただいております。 

  ２目、体育施設費で８７７万２，０００円を増額計上しておりますが、１

１節需用費は消耗品から修繕料まで合わせて８９６万６，０００円を増額し

ております。１２節役務費は浄化槽清掃手数料でございます。１３節委託料

は体育施設管理委託料を指定管理料の不用額等といたしまして精査した後、

１９１万円を減額計上いたしております。１８節備品購入費は卓球台等の購

入費といたしまして５１万６，０００円を計上しております。 

  次、７ページでございますが、こちらは歳入でございます。 

  １３款１項７目の教育使用料で直営に伴いまして体育館使用料と６施設の

使用料が収入として入ってまいります。その分１，６００万円を計上いたし

ております。 

  以上でございます。 

 

○教育長（田岡洋一） 

  関係するところから補正予算の説明をしていただきましたが、御質問等ご

ざいませんか。はい、どうぞ。 

 

○中村委員 

  体育協会に雇われていた方たちはこちらで。 

 

○文化・スポーツ推進課長（山部福美） 

  １つ言い忘れておりました。申しわけございません。 

  今、委員のほうから言っていただきました体育協会で雇用していた方、非

常勤の１５名を引き続き市の非常勤職員として雇用しております。そちらに

かかる人件費と清掃とか警備とか管理委託にかかります委託料等を既決の予

算から流用させていただいて、あとその分の減額で補正をさせていただいて

おります。既決予算について６月からの直営になりましたもので、本当は議

会を通しての予算を配当してからの執行とはなるのですが、既決の予算から

流用させていただきましたので、そちらのほうは了解いただきたいと思いま

す。よろしくお願いいたします。 

 

○教育長（田岡洋一） 
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  直営になっても、そのまま雇ってほしいということを全員が希望されたの

ですか。 

 

○文化・スポーツ推進課長（山部福美） 

  全員じゃないです。１７名の雇用がありまして、２名の方は最初から希望

はしませんというお話をいただいていたので、残り１５名の方は条件があっ

て（合致して）雇用させていただいております。 

 

○中村委員 

  すみません、変な話を聞きますけれど、１０款５項１目の３番の職員手当

の期末勤勉手当というのは彼らにいくお金とはまた違うものですか。 

 

○文化・スポーツ推進課長（山部福美） 

  ではなくて、スポーツ行政担当係長の１人の人件費でございます。 

 

○中村委員 

  ありがとうございました。 

 

○教育長（田岡洋一） 

  ほか、ございませんか。 

  それでは③の報告にまいります。「一般財団法人直方市福祉会の経営状況

について」、資料９ですね。 

 

○こども育成課長（熊井康之） 

  経営状況報告書、「一般財団法人直方市福祉会直方市立中央保育園」と表

紙にあるものをよろしくお願いいたします。 

  それでは、報告といたしまして「一般財団法人直方市福祉会の経営状況に

ついて」です。この一般財団法人直方市福祉会につきましては、直方市立中

央保育園の管理・運営を設立当初から行ってきてもらっております。この件

につきまして、地方自治法第２４３条の３、この第２項の規定により直近の

６月議会に報告いたしたいと思います。指定管理として任せている部分につ

きましては議会に報告する義務がございますので、今回この形で報告させて

いただきたいと思っております。内容については多岐にわたりますので後で

お目通しいただきたいと思います。 

  以上です。 
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○文化・スポーツ推進課長（山部福美） 

  同じ理由で、文化施設６施設を指定管理に行っていただいております「公

益財団法人直方文化青少年協会の経営状況について」ということで、資料１

０となっております。 

  経営状況とまた今回２９年度の事業報告、決算及び平成３０年度の事業計

画・予算について記載しております。中身については別枠だと思いますが、

今回指定管理で２９年度は力を入れまして、ユメニティのおがたと図書館の

滞在型という施設にしようということで、小ホールの無料開放であったり、

図書館の中庭の改修であったり利用者の方に心地よく滞在していただいて、

利用していただくということで利用者も多く、今年度は増えております。そ

ういった改善を今年度２９年度は行っているところでございます。内容につ

きましてはご一読いただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

○教育長（田岡洋一） 

  それでは、次に「６月定例会の会期日程表について」。 

 

○事務局 

  資料４ですね。６月議会、先ほど教育長報告にもございましたように、６

月８日に告示がございまして、この日に記者会見もございます。 

  ９日、１０日が休日で、週明けの１１日、月曜日に一般質問が出揃います。 

  １２日議会運営委員会を開きまして、この日が正式な議会の日程の決定と

なるわけですけれども、それを踏まえまして１５日、本会議に提案説明を行

います。 

  １６日、１７日、１８日が休会となっておりまして、１９日から２２日の

４日間は一般質問、今後の日程となっております。 

  また週末の休暇を挟みまして、２５日が議案質疑の本会議となっておりま

す。 

  ２６日から２８日までの３日間が委員会。 

  ２９日、金曜日に採決を行って、議会が終了する予定となっております。 

  以上でございます。 

 

○教育長（田岡洋一） 

  よろしいでしょうか。 

  次は、「中学校給食事務局及び関係課喫食について」お願いします。 

 

○教育総務課（安部静子） 
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  これは資料はございません。 

  今年度４月から教育委員会事務局、文化・スポーツを除きまして３課で月、

水、金ですが、中学校給食の喫食を始めております。あわせまして、ここに

関係課喫食とございますのは、保護課の職員にも同じ曜日で喫食をお願いし

ております。と申しますのが、この間から御報告を申し上げておりますよう

に、本来、真に給食が届かないといけないところに届いていないということ

で、いろいろ調べましたら注文するのが面倒だとか、難しいとか手間がかか

るということがありまして、喫食率がなかなか伸び悩んでいるところでござ

います。それで保護課の職員にもケースワーカーがそれぞれ家庭を訪問いた

しますので、訪問いたしました際に自分たちも食べていておいしいよという

か、そういう宣伝をしていただくのと合わせて、もしスマホ等の操作で注文

をしてやらんねというような相談があればそこでしてくださいねという形で

御協力をお願いしているところでございます。 

  以上でございます。 

 

○中村委員 

  保護を受けている方々はスマホとかパソコンとかおうちにありますか。 

 

○教育長（田岡洋一） 

  はい、どうぞ。 

 

○教育総務課（安部静子） 

  パソコンはない御家庭が多いのですが、意外にスマホはお持ちですね。マ

ークシート、いわゆるペーパーでの注文もできますので、スマホに比べて締

め切りが１週間程度早うございますけれども、そういう方法もできますから

ということで、それぞれのケースワーカーに御協力をお願いしているところ

でございます。 

  以上です。 

 

○教育長（田岡洋一） 

  では次は、「学校給食用牛乳供給対策要綱について（要望）」。 

 

○教育総務課（安部静子） 

  引き続きまして、先ほど補正予算にも上げましたように、今年度１５０万

円、市で補助金交付という形でいただくようになっております。かねてより、

今回出されました措置について、要望書といいますかそういったものを出さ
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せていただきたいということで御提案を申し上げたところでございます。現

在、まだ提出にはいたっておりません。と申しますのが、県の畜産課、それ

から教育委員会のスポーツ健康課を合わせたところで、お互いに歩み寄りな

がら良い方向に向かえればということで協議を進めておりまして、現在まだ

提出にはいたっておりませんが、今回こういうふうに補正で上がりますので、

それを受けての対応ということで近々要望書の提出という運びになるかと思

いますが、内容といたしまして市長の思いの中で要望ではやわらか過ぎると、

抗議文というような形で出してほしいということでございましたので、現在

その方向で作成中でございます。 

  以上、経過報告でございます。 

 

○教育長（田岡洋一） 

  御質問等ございませんか。 

  それでは次にまいりまして、「第３次のおがた男女共同参画プランについ

て」。 

 

○文化・スポーツ推進課長（山部福美） 

  平成３０年３月に「第３次のおがた男女共同参画プラン」を策定いたして

おります。計画期間といたしましては、平成３０年度、２０１８年度から２

０２７年度（平成表記ができませんので）、この１０年間となっております。

中を開いていただいて２８ページに前回からの分としての課題の整理と取り

組むべき対策で１ページ設けております。そちらの課題をもとに３１ページ

に体系図としておりますが、目標とか基本的方向、具体的施策、事業等を掲

げ推進してまいります。今回のプランの今までと違うところといたしまして

は、３７ページに今度のプランから目標ごとに成果指標と数値目標というの

を掲げております。数字であらわすことでどれだけ進捗しているというのを

わかりやすく、今回はプランのほうで上げております。私どもの係だけでは

進みませんので、全課、係と連携をとりながら少しずつでも男女共同参画社

会が皆さんにとって住みよい地域社会となるように力を注いでいきたいと思

っております。 

  よろしくお願いいたします。 

  以上です。 

 

○教育長（田岡洋一） 

  よろしいでしょうか。 

  次は、「直方市文化財調査報告書について」。 
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○文化・スポーツ推進課長（山部福美） 

  ちょっとお荷物になるかと思うんですが、お手元に置いてありますこの２

冊で、第４７集と第４９集、埋蔵文化財発掘調査の報告書となっております。 

  第４７集の「平原池ノ上遺跡」は平成２７年度に下新入で実施いたしまし

た民間工場建設工事に伴いまして発掘調査をした報告書となっております。 

  もう一つ第４９集ですが、こちらも同じく民間の開発行為によって発掘し

た調査報告となっております。今回お荷物になりますが、参画プランととも

にお持ち帰りいただきたいと思っております。よろしくお願いいたします。 

 

○教育長（田岡洋一） 

  きょうはちょっとお荷物が多いんですけれど、申しわけございません。 

  教科書採択の件もありますので、また後で御説明申し上げます。 

  では、その他にまいります。今申し上げました、教科用図書採択に係る法

律・今後の流れ・規約等について、資料５－１から５－５、よろしくお願い

します。 

 

○学校教育課長（川原国章） 

  それでは資料５－１をごらんください。 

  義務教育小学校の教科用図書の無償措置に関する法律です。 

  第１条にこの法律の目的、「教科用図書の無償給付その他義務教育諸学校

の教科用図書を無償とする措置について必要な事項を定めるとともに、当該

措置の円滑な実施に資するため、義務教育諸学校の教科用図書の採択及び発

行の制度を整備し、もって義務教育の充実を図ること。」となっております。 

  裏をごらんください。 

  裏の第１２条、採択地区、「都道府県の教育委員会は当該都道府県の区域

について、市町村の区域又はこれらの区域を併せた地域に、教科用図書採択

地区を設定しなければならない。」となっております。 

  次に１３条、教科用図書の採択の４をごらんください。 

  「採択地区が二以上の市町村の区域を併せた地域であるときは」、という

のは直方市は宮若市、小竹町、鞍手町、２市２町の第五地区となる合わせた

地域です。「当該採択地区内の市町村の教育委員会は、協議により規約を定

め、当該採択地区内の市町村立の小学校、中学校及び義務教育学校において

使用する教科用図書の採択について協議を行うための協議会を設けなければ

ならない。」とありまして、ここは第五地区の教科用図書採択地区となって

おります。 
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  次のページの５をごらんください。第１３条の５になります。 

  「当該採択地区内の市町村の教育委員会は、採択地区協議会における協議

の結果に基づき、種目ごとに同一の教科用図書を採択しなければならな

い。」となっております。これが資料５－１です。 

  そして次に、資料５－２と資料５－３を一緒にごらんください。 

まず資料５－３が２市２町――直方市、宮若市、小竹町、鞍手町の第五地

区の規約になっております。その中の第３章、（裏面になります。）第１０条、

選定委員会があります。採択協議会の選定委員会を、これがあちこちで申し

わけないですけれど、資料５－２の表になっておりますが、左側の上から３

段目になります。ここの選定委員会になります。県教育委員会各地区の採択

協議会、その下のこの選定委員会という形になっております。 

  そして第１０条３で、「選定委員会は、総括部会、小・中学校別の各教科

の教科用図書選定部会をもって構成する。」という形で、先ほどの資料５－

２の選定委員会の中に「総括部会」と「選定部会」と分かれます。それが第

１０条の４になります。済みません、あちこちに行って申しわけないんです

けれど、「総括部会は、選定部会における調査審議の結果等を取りまとめ、

選定委員会の答申内容を調整する。」そして５で、これは４段目になります

けれど、「選定部会は、調査研究協議会の調査研究の結果等に基づき、採択

協議会が定める選定方針に従って種目ごとに教科用図書を選定し、調査審議

の経過、選定の理由及びその結果を取りまとめ、総括部会に提出する。」と

いう形で、選定部会でいろいろ研究してそれを総括部会に出すわけです。そ

れが選定委員会です。 

  次に、平成２９年４月に追加している部分があります。 

  １１条をごらんください。１１条の総括部会で３が追加になっております。

平成２９年４月に追加された部分が、「教科用図書採択に直接の利害関係を

有する者及び著作・編集活動に一定の協力を行う等、特定の教科用図書発行

者と関係を有する者は、総括部会の委員になることができない。」というも

のが追加になっております。 

  次のページの選定部会も同じです。 

  平成２９年４月に、選定部会の３が追加になっております。 

  「教科用図書採択に直接の利害関係を有する者及び著作・編集活動に一定

の協力を行うなど、特定の教科用図書発行者と関係を有する者は、選定部会

の委員になることができない。」というところが追加になっております。 

  そして、第１３条、学校の意見です。「選定委員会は、教科用図書の選定

に関し、小・中学校の意見を校長を通して文書により聴取し、選定の資料と

する。」となっております。 
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  そして第１４条、教科用図書の選定ですけれど、「教科用図書の選定は、

第１０条第２項の報告を参酌し、協議会の会議において協議し、委員全員の

一致によって決定する。」となっております。 

  ２で「前項の協議が整わない種目があるときは、委員は、当該種目につい

てそれぞれ選定すべきと考える教科用図書に投票を行い、過半数の投票を得

た教科用図書を選定する。」となっています。 

  ３で、「前項の場合において、過半数の投票を得た教科用図書がないとき

は、協議の経過を勘案し、会長がこれを決する。」となっております。今年

度の会長は宮若市の教育委員会教育長となっております。 

  それで資料５－２をごらんください。 

  大変申しわけないのですが、今後の流れ、この規約等は本来４月に教育委

員の皆様に説明をするところであります。それが６月になっております。そ

して、きょう申しわけないんですけれど、道徳の教科書を持って帰っていた

だいて、７月の定例教育委員会で何社か推薦をしていただくという流れにな

って、それを持って教育長が第五地区の協議会に行って話し合いをして、話

をまとめて来る。その報告が今のところの予定では、７月３１日に、大変急

なのですが、その時間を設定させていただこうと思っております。 

  資料５－４をごらんください。 

  今年度、本来なら平成３１年度に使用する小学校の教科用図書の採択をし

なくてはいけない年になっています。平成３０年度は平成３１年度使用の小

学校教科用採択の年に当たります。しかし、４行目になります、「平成３２

年度から新学習指導要領が全面実施になるため、平成３１年度にも使用の小

学校教科用図書の採択をしなければならない。そのため、学校現場の意見を

踏まえ、平成３１年度の小学校教科用図書は、現状の教科書を継続して使用

したい。」という考えをいただいております。 

  それで、平成３１年度使用小学校用の教科用選定を説明した資料５－５を

ごらんください。今年度も使用している教科をそのまま来年度もこれを使用

して、平成３１年度、平成３２年度分の小学校の教科書を選定するという形

でとらしていただこうかと思っております。 

  次に、平成３１年度使用中学校道徳科教科書の採択、これが今年度採択の

年になっております。第五地区協議会会長より直方市教育委員会に対して、

使用の中学校教科用図書の採択について依頼がありました。直方市教育委員

会として、平成３１年度に使用する中学校道徳教科用図書を採択し、７月３

１日までに事務局に報告する必要があります。道徳の教科書が今、８社あり

ます。この中から何社か推薦していただく形になります。それで、中学校で

すので、１年生の道徳の教科書を清永委員と中村委員、２年生を澁谷委員、
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３年生を山内委員に何社か推薦していただきたいと考えております。 

  よろしくお願いいたします。 

  以上です。 

 

○教育長（田岡洋一） 

  教科書は結構ややこしいんですよね。まずは、今年度採択しなくてはいけ

ない小学校の教科書は、採択しても来年１年間だけしか使わないので、現場

に聞いたらもう調査・研究しなくてそのまま継続していいんですよというこ

とで、さっき説明させていただきました。そのかわり、今年度やらなくては

いけないのは、来年度から使う中学校の道徳教科書ということで昨年は小学

校のほうも選定していただきましたが、まずきょう持って帰っていただいて

次の定例教育委員会で直方市としての意見をある程度決める。それもこの１

冊となるとそれを宮若のほうに一緒に持って行ったときに、１冊だけだとそ

れが外れていると意見のいいようがないので、去年も１番目、２番目、３番

目ぐらいまで順番をつけて、直方市の意見を決めようと。それを７月３１日

に持っていって、基本的には２市２町でどれか一つを選ぶということで、最

終的には各教育委員会に採択権がありますからまた持って帰ってきて直方市

独自でこれでいいですかという採択をしていただくという手順を踏むことに

なります。後でお話がありますが、今のところ７月３１日に臨時の教育委員

会を予定させていただいております。 

 

○山内委員 

  ちょっといいですか。７月３１日は採択ではないわけですね。教育委員の

意見を調整して、その意見を事務局に持って行って。 

 

○教育長（田岡洋一） 

 それは次の７月の定例教育委員会で意見を伺って順番を決めて、持って行っ

て７月３１日には第五地区の全体の決定があって、同じ日に。 

 

○山内委員 

  教育長が持って帰って来られるからその日に採択を行う。 

 

○教育長（田岡洋一） 

  そうですね。去年もそういうふうなスケジュールでやらせていただきまし

た。 
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○山内委員 

  もう一ついいですか。小学校の教科用図書の採択の件、正式には第五地区

の採択協議会の会議場から採択の依頼があった。採択してくださいと。私が

心配しているのは、本来こうせないかんのを便宜上変えてしまうことの危険

性がないかということだけを心配しているだけであってと言うんですけれど、

あったけれども採択しても１年しか使わないから、同じものを継続して使お

うということについては、県教育事務所の内々の意向がそこにあると考えて

いいのですか。 

 

○学校教育課長（川原国章） 

  はい。あると考えていいです。依頼という形を一度とって、そして現場等

の意見を踏まえてそのまま継続という形をとるという。それは今も言われて

いるように、県教育委員会の意向もあると。 

 

○山内委員 

  もう一つ、学校の意見と書いてあるけれども、学校の意見はどんなふうに

正式な手続で聴取されたのか。 

 

○学校教育課長（川原国章） 

  前年度末に採択の件で文書が来て、各学校はどうしたほうがいいかという

意見をとって、継続でお願いしますというふうに、小学校１１校から提出さ

れています。 

 

○山内委員 

  きちんとしたものがあるんですね。わかりました。 

 

○教育長（田岡洋一） 

  一応、私も手続的には心配ないと。ある程度文書もありますので。 

  それでは先にまいります。「７月行事について」。お願いします。 

 

○管理主事（石松敏幸） 

  お手元に本日配付いたしました、資料６の７月行事をごらんください。 

  ７月２日に定例校長会議があり、それから人権教育推進代表者会が行われ

るようになっています。 

  ３日に直方市教育委員会の市教委訪問が直方三中で朝から行われるように

なっております。同日、人権教育推進会議が行われます。 
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  ７月６日に北九州教育事務所訪問で植木小学校に事務所の指導主事の方々

が来られます。 

  １０日、火曜日は定例教育委員会。 

  ２０日が終業式。 

  ２７日、直方市主催の道徳教育研修会を行います。 

  ３０日同じく、市主催の読書リーダー養成講座ということで、市内小学校

１１校の５年生の図書委員を集めて、市立図書館で研修を行います。 

  ３１日、特別支援学級等担当教員研修会、これも市主催の研修会になりま

す。 

  大まかな行事は以上でございますけれど、３日に行われます直方市教育委

員会の市教委訪問で三中に行きますけれども、先月市教委訪問については提

案をさせていただいたのですけれども、一部、内容が昨年度承認いただいた

部分と異なっておりまして、先月の提案では簡単な略案をつくるという形で

提案をしたのですけれども、よく調べてみますと、昨年度の同じ教育委員会

で、今回新しく１枚そこに関係した分の文章を配付させていただいておりま

すけれども、公開事業の一覧表というところで、事業者、教科、領域、単元

名、主眼と授業の工夫点。個々をまとめたものという簡略化したものに昨年

度から変わっているということを私のほうが十分把握していないまま、先月

提案をしてしまいましたので、改めてまたこの簡略化した形でことしもいく

ということで御確認というか、改めて提案をさせていただければというとこ

ろで、新しく１枚配っております。３日の市教委訪問にかかわった部分の変

更事項になります。 

  以上です。 

 

○教育長（田岡洋一） 

  ７月の行事予定と全体の教育委員会でちょっと問題になりました。どうい

うふうなものを学校に準備してもらうかということについて、既に昨年から

変えていたということで、こういう方式で行きたいということです。 

  それでは、会議録署名委員の指名に行く前に、この資料。 

 

○事務局書記（安部静子） 

  それでは最後の１枚の資料、平成３０年教育委員会予定表でございます。

ゴシックのところが先月の教育委員会で確定したところでございますが、今

おっしゃいました７月３日の学校訪問、それから来月の１０日に定例教育委

員会を予定しておりますが、同日に教育委員会の親睦会という形で予定をさ

せていただきたいと思っております。これについては、歓送迎会をなくして
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親睦会という形でさせていただくということで、従来から御提案を申し上げ

ていた件でございます。それと、３１日が教科書採択の関係の臨時教育委員

会。時間はちょっと繰り下げまして、１６時半でもよろしいですか。時間的

には３０分程度であろうかと。 

 

○教育長（田岡洋一） 

  特段なければ、去年も大変申しわけありませんでした、１０分ぐらいで終

わりましたね。 

 

○事務局書記（安部静子） 

  １６時半でよろしければその時間で設定をさせていただきたいと思ってお

ります。 

  それと、１０月１８日、２４日と学校訪問が続きます。 

  １１月１５日が特別支援学校の訪問になっております。 

  欄外でございますが、先進地視察で壱岐市霞翠（かすい）小学校訪問とい

うことで、今向こうの返事がございましてですね。 

 

○学校教育課長（川原国章） 

  先進地視察のコミュニティスクールなのですけれど、壱岐市教育委員会の

ほうから連絡が入ってですね、１０月３０日、火曜日になるのですけれど、

その日、１９時から霞翠小学校で運営協議会を実際にしているそこを見られ

たらどうかと、委員さん方に日程調整を聞いてもらうので今返事待ちのとこ

ろがありまして、１０月３１日でよろしいかどうか。 

 

○教育長（田岡洋一） 

  ３０日でその日１泊してということで、３０日、３１日。 

 

○学校教育課長（川原国章） 

  ３０日、３１日となるんですけれど、どうでしょうか。 

  今考えているのは、（到着日の）午後、霞翠小学校で運営委員会をどうい

う手順で立ち上げて行ったかというのを御説明いただいて、１９時からは実

際にやっているところを見させていただこうかと思います。よろしいですか。

ありがとうございます。 

 

○教育長（田岡洋一） 

  一番上の※印のところ、学校訪問が５校ですけれど逆ですね、１学期が１
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日で２学期が２日ですかね。１学期は７月３日ということで。 

 

○清永委員 

  ８時半に行けばいいんですよね。 

 

○教育部長（秋吉恭子） 

  改めて御連絡申し上げます。 

 

○教育長（田岡洋一） 

  今後のスケジュールについて何かございませんか。 

 

○男女共同参画推進係長（白土聖司） 

  先ほど、安部課長のほうから話がありました、７月１０日の来月の定例教

育委員会が終わりましての親睦会を御提案させてもらっています。昨年も７

月の定例教育委員会が終わってから、いこいの村でさせていただきました。

２８年度まで歓送迎会の形を踏んでやっておりましたけれど、昨年度からは

現職員だけの親睦会という形に変更させていただくということで。昨年度は

実は、前は教育委員会の中の会費をとっていた分の残がございましたので、

各参加の職員からの手出し徴収はなくてやりましたのでたくさん参加がござ

いました。今年度から実費徴収という形にしますので、参加人数が見込めな

いということもございます。恐らくは減るかなというところで、それも踏ま

えて会場とかもどこでやるのかということはまだ協議をしておりますので、

決まりましたら追って別途御連絡をさせていただいてということで、日程だ

けこの日でさせていただくということで御案内をさせていただきたいと思っ

ております。 

 

○教育長（田岡洋一） 

  それでは最後に会議録の署名委員の指名ということで、お願いします。 

 

○教育総務課長（安部静子） 

  ６月会議録署名委員を清永委員お願いいたします。 

  よろしくお願いいたします。 

 

○教育長（田岡洋一） 

  ほかは何かございませんでしょうか。 

  御協力ありがとうございました。 



 

－26－ 

  以上で、定例教育委員会を終わらせていただきます。 

  ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（署名） 

        直方市教育委員会教育長 

           

         田 岡 洋 一 

 

 

     （署名） 

        直方市教育委員 

         

         清 永 智 教 

 

 


